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【概要】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－…

内田利弘物理探査研究グループ長が、電気・電磁探査法の研究に
おいて顕著な業績を挙げた研究者に授与されるホーマン賞を受賞し　31957，N

た。受賞は2006年であり、授与式は2007年に行われた。ホーマン賞

は、G．W，Hohmann記念基金（米国）が1997年から全世界の研究者

を対象に授与している賞で、毎年テーマを決めて審査し1～2名に贈
られている。2006年の賞は、電気・電磁探査法の地熱資源探査への

適用に関する研究において、これまでの業績を高く評価された研究　31馴

者2名に贈られた。

【内容】
内田グループ長は、これまで、電気・電磁探査の
データ解析法の開発と地熱資源探査等への適用に

関する研究を継続してきた。受賞理由として、1）地
熱地域における比抵抗構造の解釈に関する成果、
2）地熱開発に貢献できるMT法、比抵抗法の2次　0

元、3次元解析プログラムの開発と普及、3）日本お1
よび海外（インドネシア、フィリピン、韓国等）におけ富2

る地熱開発・地熱研究への協力、が挙げられてい　て
る。1990年以降、継続して電磁探査関係の国際研　3

究集会で研究成果を発表し、また、国際研究協力　舌
に貢献したことが評価された。右図は研究成果の
一つである、鹿児島県大霧地熱地域におけるデー
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図1：鹿児島県大霧地熱地域における電磁探査（MT法）測点（白丸）
3DMTModel（0．070－72Hz）
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タ解析事例を示す（Uchida，4thJnternatjonal讐註漂讐誤禁実需‰雷2讐左主語讐雷雲詣雷冨
Symposiumon3DElectromagnetics，2007）。　　は高比抵抗異常を示す。

本件問い合わせ先：内田利弘、e－maiI：uChidaEtOShihiro＠aist．go．jp、tel：029－861－3840


